
平
成
二
十
六
年
六
月
十
九
日

参

議

院

内

閣

委

員

会

原
子
力
委
員
会
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一

原
子
力
委
員
会
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
踏
ま
え
、
再
発
防
止
策
等
に
つ
い
て
継
続
的
に
審
議
を

行
う
と
と
も
に
、
原
子
力
委
員
会
設
置
法
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
。

二

原
子
力
委
員
会
は
、
委
員
会
及
び
事
務
局
の
運
営
の
公
正
性
・
透
明
性
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

三

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
収
束
に
向
け
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
影
響
の
軽
減
・
解
消
及
び
廃
炉
措
置
が

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
技
術
等
に
関
し
、
研
究
者
及
び
技
術
者
の
育
成

並
び
に
研
究
開
発
支
援
の
強
化
を
行
う
こ
と
。

四

本
年
四
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
の
見
直
し
や
、
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
を
含
む
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
在
り
方
な
ど
、
原
子
力
政
策
全
体
に
つ
い
て
早
急
に
検
討

の
上
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五

政
府
は
、
我
が
国
の
原
子
力
政
策
が
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
等
に
よ
り
国
民
か
ら
の
信
頼
を
著
し
く
低

下
さ
せ
る
に
至
っ
た
現
状
を
十
分
認
識
し
、
国
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
、
公
正
な
政
策
決
定
過
程
の
設
計
等
に
努
め
る

こ
と
。

六

原
子
力
委
員
会
の
委
員
長
及
び
委
員
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
政
府
は
、
利
害
関
係
者
の
関
与
等
に
つ
い
て
国
民
の
疑
念

を
招
か
な
い
措
置
を
講
ず
る
な
ど
公
正
性
・
透
明
性
の
確
保
に
十
分
に
留
意
す
る
こ
と
。

、

、

。

七

原
子
力
委
員
会
と
原
子
力
規
制
委
員
会
は

連
携
を
強
化
し

互
い
の
動
向
や
問
題
意
識
を
理
解
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と

八

政
府
は
、
国
際
原
子
力
機
関
及
び
諸
外
国
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
世
界
の
原
子
力
平
和
利
用

と
核
不
拡
散
へ
の
貢
献
を
通
じ
た
国
際
協
力
に
取
り
組
む
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


